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　　 末日現在）
※（　）内は前月比

男
女
計

世帯数
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1,271

の

の

か

　
我
が
家
の
第
一
子
、
野
々
香

で
す
。
1
ヶ
月
半
の
時
に
、
神

奈
川
か
ら
引
っ
越
し
て
来
ま
し

た
。
良
く
食
べ
良
く
飲
み
良
く

笑
い
、
沢
山
の
人
に
囲
ま
れ
て

元
気
い
っ
ぱ
い
過
ご
し
て
い
ま

す
。
動
物
と
自
然
が
大
好
き
な

子
に
育
っ
て
欲
し
い
で
す
。 ち

ゃ
ん

原
　野 

々 

香

(

平
成
27
年
5
月
29
日
生
・
字
問
寒
別
583)

お
父
さ
ん
　
　
正
　
則
　
さ
ん

お
母
さ
ん
　
　
　
希
　
　
さ
ん
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■
愛
さ
れ
る
「
糠
南
駅
」
〜
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
in

糠
南
〜

　
昨
年
12
月
初
旬
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
「【
挑
戦
者
求

む
】
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
in
糠
南
」
と
い
う
チ
ャ
レ

ン
ジ
企
画
が
告
知
さ
れ
ま
し
た
。
12
月
24
日
の
ク
リ
ス
マ

ス
イ
ブ
を
糠
南
駅
で
過
ご
そ
う
！
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　
秘
境
駅
の
里
「
ほ
ろ
の
べ
」
と
し
て
鉄
道
系
資
産
の
観

光
資
源
化
で
観
光
客
を
誘

致
し
た
い
幌
延
町
に
と
っ

て
は
見
過
ご
せ
な
い
イ
ベ

ン
ト
で
し
た
の
で
、
主
催

者
様
が
何
を
思
い
、
そ
し

て
参
加
者
が
ど
れ
ほ
ど
い

る
の
か
調
査
し
て
き
ま
し

た
。

　
主
催
さ
れ
た
方
は
、
栃

木
県
の
男
性
で
、
他
の
参

加
者
は
、
愛
知
県
２
人
、

神
奈
川
県
１
人
、
千
葉
県

１
人
の
道
外
５
人
、
道
内

は
札
幌
・
江
別
・
旭
川
か

ら
各
１
人
、
地
元
問
寒
別

か
ら
２
人
、
役
場
２
人
の

計
12
人
が
ク
リ
ス
マ
ス
イ

ブ
の
夕
方
に
糠
南
駅
へ
集

結
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ほ
と
ん
ど
が
問
寒
別
駅
か
ら
の

徒
歩
組
で
す
。

　
主
催
者
様
は
、
秘
境
駅
探
訪
を
趣
味
と
し
て
お
り
、Ｊ
Ｒ

北
海
道
の
普
通
列
車
減
便
の
知
ら
せ
を
受
け
、
秘
境
駅
の

魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
と
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
さ
れ
ま
し

た
。

　
参
加
さ
れ
た
方
は
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
た
め
に
来
ら
れ

た
方
や
、
ち
ょ
う
ど
道
内
を
旅
し
て
い
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で

あ
え
て
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
た
め
糠
南
駅
に
来
ら
れ
た
、
と

い
う
方
々
ば
か
り
。
こ
う
し
た
呼
び
掛
け
に
、
全
国
か
ら

鉄
道
フ
ァ
ン
が
冬
の
糠
南
駅
に
や
っ
て
く
る
の
で
す
か
ら
、

い
か
に
こ
の
駅
が
愛
さ
れ
て
い
る
の
か
が
わ
か
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
は
旅
を
す
る
場
合
、
ど
こ
へ
行
き
ま
す
か
？

　
札
幌
で
し
ょ
う
か
、
道
内
の
温
泉
地
も
い
い
で
す
ね
。

東
京
の
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
見
物
も
行
き
た
い
で
す
し
、
沖
縄

な
ど
の
南
国
に
も
行
っ
て
み
た
い
で
す
よ
ね
。

　
私
た
ち
が
、
ど
こ
か
の
観
光
地
へ
出
か
け
る
の
と
同
じ

よ
う
に
、
こ
の
幌
延
の
秘
境
駅
を
目
指
し
て
、
し
か
も
12

月
と
い
う
真
冬
の
時
期
に
全
国
か
ら
旅
人
が
訪
れ
て
い
る

と
い
う
事
実
は
、
私
た
ち
が
住
む
こ
の
地
域
が
、
あ
る
人

に
と
っ
て
は
と
て
も
魅
力
あ
る
貴
重
な
場
所
で
あ
る
こ
と

の
証
で
す
。

　
私
た
ち
も
、
自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域
の
魅
力
を
全
国

の
皆
さ
ま
に
存
分
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
も
の
で
す
ね
。

【
総
務
課
企
画
振
興
グ
ル
ー
プ
】
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秘境駅の里「ほろのべ」秘境駅の里「ほろのべ」
鉄道フォトコンテスト鉄道フォトコンテスト

　今月は、鉄道フォトコンテストの応募作品の中からスマ
ホ・ケータイコースの大賞作品をご紹介します。
　スマホ・ケータイコースは、30名から64作品の応募があり、
大賞は幌延町内の齋賀弘孝様の作品「糠南駅の朝」が選ば
れました。

≪ 糠南駅の朝：齋賀弘孝 様 ≫
朝陽を浴びた糠南駅をローアングルで捉えた作品です。木
造ホームや駅名標のシルエットと朝靄に包まれたセピア色
の朝陽のコントラストが見事に調和した一枚です。

【スマホ・ケータイコース　大賞】

サ ー ク ル 紹 介サ ー ク ル 紹 介 幌延町北流カルタクラブ 会　長　別　府　　　昇 さん

　今回は「幌延町北流カルタクラブ」を紹介します。会長である
別府　昇さんにお話を伺いました。
Ｑ　幌延町北流カルタクラブの基本的な活動内容を教えてくださ
い。
別府会長　幌延町北流カルタクラブは、会員約２０名、こどもを合

わせると約４０名が在籍しており、毎週火曜日と金曜日の週２回幌
延町役場の和室や双葉町内会館などを借りて活動しています。
活動時間は１８：００～２１：００までの計３時間で３試合行います。
最近は小学生の大会が近いということもあり、小学生たちに大人
が教えてあげることが多いです。

Ｑ　小学生は何年生から参加できるのでしょうか。
別府会長　小学１年生から参加可能です。
Ｑ　カルタの魅力とは？
別府会長　カルタは何よりも集中力が一番大切な競技です。こど

もの頃からカルタに取り組めば集中力を磨くことができるので、
教育にも最適な競技なんです。札幌の私立の学校では授業に取
り入れている学校もあります。日ごろの練習で磨いた集中力を駆
使して、相手より素早くカルタの札を取ったときの喜びは格別で
す。また、札を取った者だけが許されている 泫「這う」という行

為はカルタ特有のものでカルタの
魅力の一つです。

Ｑ　カルタの大会は積極的に参加し
ているのでしょうか。
別府会長　参加しています。カルタ

は冬期に本格的にシーズンが始ま
りますので、現在、大会へ向けて
皆頑張っています。ざっと数えて５
～６の大会がひと冬にあります。

Ｑ　最後に読者に伝えたいことはあ
りますか。
別府会長　カルタは男女年齢問わず、

初心者でも楽しめますので、ぜひ
一度遊びに来てください。

泫 札を取った後に床を叩きながら声を出す行為

　興味のある方は　幌延町北流カルタクラブ　事務局長　渡邊　
智民さんまでお問い合わせください。
　（幌延町北流カルタクラブ　事務局長　渡邊　智民さん　電話　5-1758）
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